
卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）【人文社会科学研究科】 

本研究科では，人文社会科学系の高度専門職業人の養成という観点に立った教育目標に沿って，学位授

与の方針（ディプロマ・ポリシー）を定めて，以下に該当する者に対して「修士（人文社会科学）」の学位

を授与する。 

［人文社会科学専攻］ 
①人文社会科学分野の最新の学問理論と方法論に立脚した高度な専門知識・技能を習得していること 
②人文社会科学分野の特定領域の専門知識・技能を習得しているだけでなく，人文科学と社会科学を俯

瞰し，自らの専門外の学問領域の理論・方法論を諸課題の解決のために領域横断的に活用することの

できる幅広いパースペクティブを備えていること 
③グローバル化と共生の時代に相応しい資質・能力を身に付けた人文社会科学系の高度専門職業人とし

て，我が国の文化の振興や経済・産業の活性化等の面から，人間社会の発展に寄与することのできる実

践力・ 応用力を身に付けていること 

［各コース］ 
（文化芸術コース） 

①文化財論，日本語・日本文学，思想・芸術科学の各方面にわたる最新の学問理論と方法論に立脚した

高度な専門知識・技能を習得していること 
②共生の視点に立って他国の文化的価値を尊重しつつ，我が国の優れた文化を広く全世界に向けて発信

していく力を身に付けていること 
③習得した知識・技能を文化資源の学術的評価や利活用等に関する国・地方自治体の文化振興のための

施策に繋げることのできる実践力・応用力を身に付けていること 

（現代共生コース） 
①言語科学，歴史地域学，国際地域論，現代法政論の各方面にわたる最新の学問理論と方法論に立脚し

た高度な専門知識・技能を習得していること 
②グローバル化と共生の時代に相応しい歴史理解と価値観に立って，共生社会の実現に向けた諸課題の

解決のための方策を探る力を身に付けていること 
③習得した知識・技能等を社会のグローバル化への対応に役立てるとともに，共生の時代に適した法制

度・社会制度を構想することのできる実践力・応用力を身に付けていること 

（政策科学コース） 
①経済・統計分析，政策評価，会計情報の各方面にわたる最新の学問理論と方法論に立脚した高度な専

門知識・技能を習得していること 
②国内外の経済や産業をめぐる諸課題に対して全世界的視野に立った解決の方策を探る力を身に付け

ていること 
③グローバル化の進展によって我が国の経済産業状況が一段と複雑化している中で，政策的視点に立

  った的確な助言や適切な提言等を国・地方自治体・企業等に対して準備することのできる実践力・   

  応用力を身に付けていること 


